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喀痰中こ排出セラルヽ結核菌ノ正確ナル検査

ハ、肺結核ノ診断二際シ最モ重要ナヽ事項ノ一

ツデアルノミナラズ、亦患者ノ治療方針ノ決

定、或ハ備後判定二對シテモ重大ナ役割列

ル。故こ極ノテ僅少ナル結核菌サモ見逃サ刈主

意が甚グ肝要ナ事柄デアル。

喀痰中結核菌ノ検出法トシや現在行ハレｆ居ル

方法ハ、軍純塗抹法、集菌法、培養法、動物接

種法等デ、是等ノ中培養法が最モ確賓且ツ優レ

タ成績ヲ畢ゲ々ヰﾉﾚ

　

ﾉﾉﾍ周知ノ事賓デアル。然

シ乍ラ培養法ハ其ノ結果判定迄二狗ネ10数日

以上ヲ要シ、従ヽソテ軍純塗抹標本菌陰性ナル喀

痰中ヨリ吐及的速カニ結核菌ヲ･検出セント欲･ﾉヽ

ル時ノヽ、是非共集菌法二依ラネバナラヌ。

顛ツテ集菌法？観ルニ、Uhlenhｕth(1)氏ノ｢ア

ンチホルミン｣法政表以来相次イデ多数ノ(2万一町

髪法が考案セラレ、叉近時Dold(7)､Jｕｎｇｍａｎｎ(8'

等ノ方法ノ脅表ガアル。集菌法操作上ノ主眼ｙヽ

喀痰ノ均等化ニアル。然ルこ従来ノ諸法ノ多ク

ノモノハ喀痰均等化二短クトモ数時間長キハ数

日間ヲ･要シ、叉沈漬サ塗抹スル際更二生理的食

堕水ラ以テ洗滞シ沈澱-f繰返サネバ、染色ノ際

流失スルカ、叉ハ標本が汚磯ト十ルノ嫌ヒガア

ル。凡ソ斯ノ如ク従来ノ諸多集菌法ハ賞施二比

較的長時間大要シ操作上甚グシク複雑性リ･有シ

テ居ルノデ、従ツテ同一方法こｰﾖ

　

ﾉﾚ菌検出成績

モ報告者ユヨリ一定セズ、叉之々多忙ナル外来

診療等二利用フ、ﾉﾚ事ハ極ｙテ困難デアツタ。如

上ノ訣鮎ヲ･補ハントノ桂教授ノ意圖ノ下二余等

ノヽ結核菌集菌法ノ改良サ企テタ。教室佐々木(9)

ハ(ＰＡｒｉｅｎｚｏ圃氏｢フェノール・アムモニア｣法
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一 一

ｦｰ改良シ、原法二比シ逞二短時間二結果テ得ル

ヤウーニーナシタ､、余モ亦各法サ比較検討シ、集菌

二用フル試薬モ最モ平凡ナルモノニテ足うシ

八操作モ出来ルグケ簡易ナラシノント企テ、

佐々木法二於テ多量ノ試薬テ用ヒテ喀痰ラ加熱

稀郡スル事ノ有政ナルラ利用シ、種々考案ノ結

果次ノ方法二到達シタ。方法及成績ノ一部ハ朕

二第33 mi&mm學會總會二於ケル桂教授ノ特

別講演中心

法テ軍純塗抹法、他ノ集菌法及培養法ト比較ソ、

ルコトニョツテ、本法ノ意外二大ナル妓果二就

テ識ル所ガアツタ。

方

　

法

喀痰２乃至５ ccm ヲ試験管二探リ、25％苛性曹

達液１滴ラ加へ、箸ヲ･用ヒテ攬絆フ、ル時ノヽ粘伺

ナル均等液トナル。次デ之二数ＣＣｍノ蒸溜水

ヲ･加へ、火焔上二加温シツヽ攬絆ソ、ル。コノ操

作ハ全量が使用セル喀痰ノ約10倍トナル迄繰

返ス。此處迄二要っりレ時間ノヽ５乃至セ１ゼイ10

分デ足リル。次デ之ヲ「ノヽピ。ツグラス」ニ移シ、

20分間3000廻輯遠心後上澄テ捨テ沈流々･改ｙ

テ洗條ろル事ナク「ピペ、ト」ニテ吸ヒ取り、と

ヲ’載物硝子上二略110銭白銅大二塗抹シ、醤氏

50｀’乃至70勺電熱乾燥器中叉ハ緩カナ火焔上ニ

テ乾燥セシｙル。以上ノ操作中最モ注意やヽ

べ第一二滴下ソ、ル苛性曹達液ノ量デアツテ普

通八一滴デ充分デアリ、多量二加ヘル時ハ後－

沈流ヲ載物硝子二塗抹固定スルコトガ困難トナ

リ、却ツテ有害デアル。次二苛性曹達液ヲ滴加

シテ後ノ攬件。’｀充分二行ノヽナケレバナラナイ。

直チニ均等液様ノ観テ呈スルガ賓ハ未グ完全ニ
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均等化サレテヰナ４場合ガアル。吾々ハ少クト

モ３分乃至４分間充分二攬伴シタ後蒸溜水ラ用

ヒテ稀稗ヲ行ツテヰル。蒸溜水パ少クトモ使用

二供シタ喀痰ノ約10倍ヲ使用セネバナラナ仁，

稀郡度少夕液が比較的濃厚デアル時ハ遠心シラ･

モ菌ハ沈澱シ難イ。載物硝子二塗抹シタ沈流ノヽ

乾燥器デ乾燥セシノル方ガヨ４。カクシう・得タ

１
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標本デダヽ結核菌ハ多ク塗抹ノ縁二集り、菌捜索

二甚グ便利デアル。

　　　　　

ヽ

染色ハZiehl-Neelsen氏法、Ziehl-Gabbet氏

法、Ｏso1悼氏法、J6ttｅｎ-Ｈａａｒｍａｎｎ(12)氏法、

Ziehl一戸田(13)氏法等ザ比較シ、是等ノ中最モ透

明且美麗ナ標本が得ラレ、従ツテ容易二菌ヲ識

別シ得ルZiehl一戸田氏法ヲ探用シタ。

軍純塗抹標木卜田村法トノ比較

成

　

績

軍純塗抹標本作製法トシテダヽ、常二喀痰ノ小塊

ヲ一枚ノ載物硝子二探リ、之ヲ他ノ一枚ノ載物

硝子ニテ陽シ、擦り合セテ平等ナ塗抹標本ヲ作

ル方法テ用ヒタ。次二示ソ、第１及第２表中、軍

純塗抹及ビ集菌法ノ欄二記載セル分数ノ分母ハ

検査セル貌野数ヲ･、分子ハ検査貌野中ノ全菌散

ヲ･示シ、分散ザ用ヒデル数字ハ100覗野中ノ全

菌数尹表ハス。嗇菌陰性ノ場合ハ100貌野ヲ以

テ中止セズ全貌野二亙り詳細二検査シタ。コノ

表ノ記載法ダヽ第６表二於テモ同様デアル。
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(ｂ)軍純塗抹菌陰性ナル喀痰二就テ

第３表ハＸ線像二多少ノ陰影テ有フ、ル患者ノ喀

痰丿軍純塗抹菌陰性ナル者二就キ田村法十行ツ

タ結果ヲ･總括シタモノデアル。343例中206例

ニ於テ田村法ニョリ菌一哺

ハ多クノ研究者ノ例二倣ツテ畢ダタノデアルガ

喀痰ノ選揮ニョリ憂化シ得ルモノデ、例ヘバ結

核菌が文字通り存在シナイ喀痰ニツイテノミ田

村法り一行フ時ハ常然陰性デアリ、叉田村法ニテ

検出シ得ル程度ノ菌丁y有いｄ客痰ノレヲ用ヒル

･）

･Ｗ●

前述ノ方法ニョリ軍純塗抹標本作製後、残りノ

喀痰テ充分二混和シニ等分シ、--づ田村法二他

リ･他ノ集頷法ニ・用ヒタ。
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時ハ田村法二於テ全部菌陽性トナリ得ル譚デ、

従テ此倣字ハ決シテ田村法ノ救果ヲ適確二表ハ

スモノデダヽナイ。が兎モ角此敷字ハ軍純塗抹常

二菌陰性ノ喀痰カラモ田村法ニョリ甚グ屡ｌ菌

ヲ'検出シ得ル事ヅ示ス。

第３表

　

単純塗抹陰性ナル喀痰二於ケル

　　　　　　

田村法ノ成績

例

3･□

数 田村法陽性

　　

206

田村法陰性

　　

137

Ｉアｙチホ

ノレミン」法

　

’--7---

　

一一ふ－

　

1996

一一

　

３．８

田村法

　

16014-

∩而ﾚ4

第４衣・ヽ「’゛ノチホ九£ン」法トノ比較デアル・

「アッチホルペン」法ハ草純塗抹ノ３．８倍、田村

田村法卜他ノ集菌法トノ比較

法｡ハ軍純塗抹ノ30．4倍ノ菌-:哺

従ツテ田村法ハ「アンチホルミン」法ノ約８供ノ

救こカサ有ソヽル。

第５長ハd’Ａｒｉｅｎｚｏ佐々木法トノ比較デー・ル。

d'Arienzo佐か木法ハ軍純塗抹ノ約10倍、田

第５表〔タ〕Ｊ-。ソ」佐々木法ト田村法トノ比較

単純゛（ぐ高言田村法

菌斂i　891 8627　　　29750

比 １ 9.6　　　１　　　33.3
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村法ハ軍純塗抹ノ約33倍ノ菌ヲ･検出シ従ツｆ

田村法ハd'Ａｒｉｅｎzｏ一佐カ木法ノ約３倍ノ該力

サ羊r７ヽノレ事力゛iiこノレ。

3。培養法トノ比較

現今行ノゝ

　

?し

　

･ゝ種々ノ結核菌検出法中最モ秀レタ

成絹）示ソ､ノ・ヽ培養法デつレ。従ツテ集菌法ノ

銭カヲ･測定センガタｊ-ヽハ、培養法トノ比較ヲ

試ミナヶレバ｀ナラズ、、

喀痰中軍純塗抹常二菌陰性ナ･レ患者二滅菌「シ

ャーレ」リ‘典へ、喀痰排出影少キ場合ハ２日叉ハ

３日二亙り同一「ジャーし」ニ喀痰り貯ヘシヘ

先ヅ軍純塗l斜票木作製後、残部ヲ滅菌試験管内

一々入念二攬絆シニ等分シ一・ヽ田村法へ他ハ

培養法二使川シタ。培養法・ヽ喀痰々４％硫酸ホ

デ前處置シ、沈流ヲ･芥ク６木宛ノ培地二直径約
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田　村　法 21
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第８長

　

単純塗抹陰性喀痰ここ於ヶル

田村法ト培養法トノ比較

田村法
陽　性

田村怯
陰　性

總　徴

例　　　　敏 99　　　1　　　103 202

　　　－　＝174

　28

培養法陽性 99 ～－ﾄﾞ）

培養法陰性１　　０ 28

田村法及ビ培養法･・行･ソタ成績り總括シテ示セ

。’゛第８表７如クデアヽ。郎チ表中ノ202例ノ菌

検出二-ﾊ従来･ハ培養法が訣クペ｀カうずルモノデ

アツタノデアルガ、田村法ラ行ヘバソノ約牛数

郎99例二於や菌ヲ･検出シ得ル。

　

賓際こ是非培

養法ヴ行ハネバ菌ノ政見が不可能デアルノハ

75例二過ギナ４．此ノ成禎こ･依リ、田村法ヲ施

行スタレ

　

1

　

にこヨツテ可成りノ程度迄培養法ヲ節

約シ得ルコ!｀が解ル。

↓．

　

結

　

論

１。

　

田村法二依レバ従来特表セラレタル種力･ノ

結核菌集菌怯二比シ温カニ簡軍こ短時間二且ツ

蹊賓二喀痰中ノ僅少ナル結核菌刊

従テ木法八日常ノ外来診療等二於ｆ施行ヤルノ

ー｀゛一甚グ適'溶¦シテ居ル。

２．

　

本法こ=ﾆ･依ル結核菌検出率ハ軍純塗抹ノ約

37倍デアリ、軍純塗抹常二陰性ナル喀痰中ヨリ

非常二屡ｌ結核菌ヲ検出シ得ル。

３．

　

本法ル‾アンチホルモン｣法ノ約８倍、d'Ａｒ-

ienzo佐々木法ノ約３倍ノ菌検出卒Ｊ・示ソ､。

４．

　

培養法二依リ１木ノ培地ニ10以下ノ聚落

ヲ･認ｙ得ル程度ノ喀痰こケモ旭ｌ木法二依り菌

ラ検出シ得ル。鴎]チ本法施行ニョリ相常大キナ

程度一二於テ結核菌培養叫玲約シ得ル。
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